
 

 

 

 

 

平成 17年度道路交通センサスの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年７月２１日（火） 

 

参考資料 



1

 

１．道路交通センサスの目的 
 
・ 全国の道路と道路交通の実態を把握し、道路の計画、設計、建設、管理などについての基礎
資料を得ることを目的とし、昭和３年から概ね３～５年間隔で実施 

・ 全国で統一的、定期的に実施すべき基幹的調査であり、広域的な道路交通流動に関する統計
資料の収集をねらい 

・ 調査結果は、現況の交通実態の把握及び道路計画、事業評価等に用いられるだけではなく、
将来交通需要推計や政策評価等に活用 

 
 
２．道路交通センサスの調査内容 

（１）一般交通量調査：道路状況調査、交通量調査、旅行速度調査  
ⅰ 道路状況調査

・車道や歩道の幅員やその幅員構成、交差点、バス停、歩道の設置状況等を把握する調査

ⅱ 交通量調査
・平日及び休日における自動車(4車種)、二輪車、歩行者の交通量を 1時間毎に計測する調査

ⅲ 旅行速度調査
・朝または夕方のピーク時における実走行により区間の旅行速度を計測する調査

（２）自動車起終点調査：路側ＯＤ調査、オーナーインタビューＯＤ調査  
ⅰ 路側ＯＤ調査：路上路側ＯＤ調査、フェリーＯＤ調査
ア) 路上路側ＯＤ調査

・ 一部の県境等を横切る道路で、自動車を道路脇に停車して頂き、聞き取り方式により出発

地・目的地等の運行状況を把握する調査

イ) フェリーＯＤ調査
・ フェリー乗船時に聞き取り方式により出発地・目的地等の運行状況を把握する調査

ⅱ オーナーインタビューＯＤ調査
・ 車の使用者や所有者に対して、車の１日の動き(利用目的、目的地、駐車場所等)について調査

・ 自家用乗用車（個人使用車）について、世帯単位での保有状況・利用状況を調査

・ 貨物車について、車の１日の動きに加えて、荷物の積載状況（品目、重量）を調査
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※その他  機能調査：医療、福祉、観光等における道路の使われ方を調査
 
 
３．平成１７年度道路交通センサスの特徴 

（１）実施時期  
 過年度との整合を考慮し、平成１７年度秋季に実施。但し、従来の全国統一日調査から、調査期間に幅

を持たせた調査へ変更（→調査機器の使い回しや調査負担軽減が目的）

（２）一般交通量調査の効率化  
ⅰ 休日調査の調査地点数を削減

 休日調査は都道府県管理区間を中心に全区間を対象とせず、休日交通量が卓越した区間を道路管理

者が選定し実施。

ⅱ 機械計測の導入
 コスト縮減、データ精度向上等の観点から、簡易トラフィックカウンターや公安委員会が保有する

交通量のデータ、および GPS機器を搭載した自動車により走行経路の位置情報を取得するプローブ

カーデータの活用など、機械計測の導入を実施。

（３）自動車起終点調査の効率化  
ⅰ 路側ＯＤ調査の休日調査を廃止

 休日路上路側ＯＤ調査で把握されるトリップのうち、４割強が通勤・通学や家事・買い物等の日常

生活圏内の利用であり、オーナーインタビューＯＤ調査で代替することとして廃止。

ⅱ コードンラインの見直し・廃止
 路上路側ＯＤ調査は、オーナーインタビューＯＤ調査では充分把握しきれない長距離トリップを捉

えることが目的であり、本州内のコードンラインの距離的バランスを考え、コードンラインの位置を

見直し・廃止。
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ⅲ 路側ＯＤ調査の平日調査の調査地点数を削減
 平日路上路側ＯＤ調査のうち、交通量の少ない調査地点（平日交通量が概ね 1,000台／24h未満）

は調査対象から除外。

※ コードンラインとは、地域ブロックを超えるような比較的少数の自動車の動きを精度よく補足するた

めに地方整備局際や都道府県際に設定した調査ライン

 

４．調査の実施スケジュール 

表 平成１７年度の調査実施スケジュール 

調  査  日 
調査の種類 

平  日 休  日 
備  考 

交通量調査 ９月～１１月 ９月～１１月 平日・休日それぞれ１日

路側ＯＤ調査 １０月１９日（水） 実施せず 全国統一日 

オーナーインタビューＯＤ調査 ９月～１１月 ９月～１１月 平日・休日それぞれ１日
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５．道路交通センサスの実施経緯 

（１）一般交通量調査 
 
 

表 一般交通量調査の経緯 

調査年度 調 査 名 主  催
交通量
観 測
地点数

調 査
延 長
(km)

観測時間

昭和３年度 
 
 

昭和８年度 
 

昭和 13年度 
 

昭和 23年度 
 

昭和 28年度 
 

昭和 33年度 
 

昭和 37年度 
 

昭和 40年度 
 

昭和 43年度 
 

昭和 46年度 
 

昭和 49年度 
 

昭和 52年度 
 

昭和 55年度 
 

昭和 58年度 
 

昭和 60年度 
 

昭和 63年度 
 
 

平成２年度 
 

平成６年度 
 

平成９年度 
 

平成 11年度 
 

平成 17年度 
 

全国交通調査 
 
 
不明 
 
国道及重要府県道交通情
勢調査 

〃 
 
1､2 級国道及重要都道府
県道交通情勢調査 
全国交通情勢調査 
一般交通量調査 
全国交通情勢調査 
一般交通量調査 
全国道路交通情勢調査一
般交通量調査 

〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 

 
道路交通センサス 
一般交通量調査 

〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 

道路改良会 
 
 
内務省土木局 
 

〃 
 
建設省道路局 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 

 
国土交通省道路局

5,005

不明 
 

不明 

6,353

7,067

7,851

8,284

12,468

18,578

23,225

28,215

22,716

23,664

23,643

24,316

平日

25,103
休日 

5,370

25,609

26,738

27,541

23,287

24,496

30,984 
 
 

不明 
 
不明 

 
不明 

 
不明 

 
51,892 

 
50,946 

 
108,178 

 
144,815 

 
156,447 

 
177,187 

 
158,104 

 
173,515 

 
176,280 

 
177,365 

 
平日

179,228 
休日 36,387 

 
180,975 

 
183,396 

 
187,449 

 
188,731 

 
191,435 

春秋季３日間 
日出～日没後 
   ２時間 
不明 
 
不明 
 
春秋季３日間 
  ６～20時

〃 
  ７～19時
 〃  〃 
 
 〃  〃 
 
 〃  〃 
 
春秋季２日間 
  ７～19時
 〃  〃 
 
春秋季１日間 
  ７～19時
 〃  〃 
 
 〃  〃 
 
秋季１日間 
  ７～19時
春秋季１日間 
  ７～19時
秋季平日、休日
各１日間 
  ７～19時
  〃 

 
  〃 

 
   〃 
 
   〃 
 

〃 
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表 調査対象道路の推移 

年  度
高速道路
（都市高速
を含む）

一般国道 主要地方道
一   般
都道府県道 市町村道

昭和３年 
  ８年 
  13年 
  23年 
  28年 
  33年 
  37年 
  40年 
  43年 
  46年 
  49年 
  52年 
  55年 
  58年 
  60年 
63年平日 
  休日 
平成２年 
平成６年 
平成９年 
平成 11年 
平成 17年 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

約１／５ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

約１／２ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

約１／５ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

約１／３ 
約１／３ 
約１／２ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

約１／12 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
一部 
約１／10 
－ 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 
一部 

昭和３年は北海道、23～46年までは沖縄県が調査されていない。
平成２年以降は平日、休日とも同規模で調査した。
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（２）自動車起終点調査（ＯＤ調査） 
 
 

表 自動車起終点調査（ＯＤ調査）の経緯 

年度 調査の概要

昭和 46年度 

・路側ＯＤ調査 
  県際、大都市圏際における都道府県道以上の全路線を対象【調査地点 615ヶ所】
・オーナーインタビューＯＤ調査 
  離島部を除く全国を対象とした初めての訪問調査（平日のみを対象として実施）
  （それまで大都市周辺地域のみを対象に調査を実施）【抽出率不明】 

昭和 49年度 

・路側ＯＤ調査 
  設定されたコードンライン上における都道府県道以上の全路線を対象 
  【調査地点 350ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
  離島部を除く全国を対象とした訪問調査 （平日・休日を対象として実施） 

【抽出率 7.0%】 

昭和 52年度 

・路側ＯＤ調査 
    同上 【調査地点 375ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査： 
    同上（但し、平日のみを対象として実施）【抽出率 4.0%】 

昭和 55年度 

・路側ＯＤ調査 
    同上 【調査地点 541ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
   同上（但し、平日のみを対象として実施）【抽出率 3.7%】 

昭和 60年度 

・路側ＯＤ調査 
   同上 【調査地点 414ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
  同上（但し、平日のみを対象として実施）【抽出率 3.2%】 

 
平成２年度 

 

・路側ＯＤ調査 
   同上 【調査地点 497ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
   離島部も含めた全国を対象とした訪問調査  （平日・休日を対象として実施） 
【抽出率 2.4%】 

 
平成６年度 

 

・路側ＯＤ調査 
  同上 【調査地点 506ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
  同上（平日・休日を対象として実施）【抽出率 2.4%】 

 
平成 11年度 

 

・路側ＯＤ調査 
  同上 【調査地点 263ヶ所】 
・オーナーインタビューＯＤ調査 
  同上（平日・休日を対象として実施）【抽出率 2.3%】 

平成 17年度 

・路側ＯＤ調査 
  設定されたコードンライン上における都道府県道以上の路線のうち、 
交通量が概ね 1,000台/日以上である路線を対象（平日のみを対象として実施） 
【調査地点 95ヶ所】 

・オーナーインタビューＯＤ調査 
  同上（平日・休日を対象として実施）【抽出率 2.3％】 
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６．道路交通センサスの調査項目の変遷 

（１）一般交通量調査 

表 道路状況調査の調査項目の推移（昭和 3年～昭和 46年） 
項       目 S03 S08 S13 S23 S28 S33 S37 S40 S43 S46

都道府県市区町村コード - - - - - - - - - -
道路種別 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

路線名、路線番号等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理区分 - - - - - - - - - -
一般国道指定区間 - - - - - - - - - -
代表区間番号 - - - - - - - - - -
調査単位区間延長 〇 ？ 〇？ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

改良済み区間延長 - - - - - - - - - -
幅員5.5m以上改良済み延長 - - - - - - - - - -

車道部幅員 - - - - - - - - - -
幅員 車道幅員 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

最小車道部幅員 - - - - - - - - - -
道路敷幅（道路用地幅） - - - - - - - - - -
路面幅 - - - - - - - - - -

車線数（車線数、完成時車線数） - - - - - - - - - -
路面の種類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自動車専用道路区間延長 - - - - - - - - - -
自動車及び原動機付自転車以外の通行規制区間延長 - - - - - - - - - -

歩道設置延長 - - - - -
幅員 〇 ？ 〇？ - 〇

歩道 歩道設置延長のうち自転車通行可能延長 - - - - - 〃 〃 〃 〃

歩道設置延長のうち道路緑化済歩道延長 - - - - -
両側歩道設置延長 - - - - -
幅員 - - - - -
自転車通行帯延長 - - - - - - - - - -

中央帯（中央帯設置延長、中央帯幅員） - - - - - - - -
道路緑化済延長 - - - - - - - - - -
鉄道との平面交差箇所数 - - - - - - - - - -
信号交差点数 交差道路の車道幅員別（5.5m以上、未満） - - - - - - - - 〇 〇

信号のない交差点数交差道路の車道幅員別（5.5m以上、未満） - - - - - - - - 〇 〇

立体交差の数 - - - - - - - - - -
信号サイクル長及び青時間 - - - - - - - - - -
青時間比 - - - - - - - - - -

交差点 右折専用車線又は右折禁止の有無 - - - - - - - - - -
横断面の車道幅員 - - - - - - - - - -
右折車線設置交差点 - - - - - - - - - -
バス路線延長 - - - - - - - - - -

バス関係延長 バス優先レーン延長 - - - - - - - - - -
バス専用レーン延長 - - - - - - - - - -
バス停設置箇所数(バス停留所,バス停車帯) - - - - - - - - - -

- - - - -
都市計画区域 市街化区域内延長 - - - - - - - - - -
市街化区域 都市計画区域内延長 - - - - - - - - - -
延長 都市計画決定延長 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -
一方通行規制延長 - - - - - - - - - 〇

規制区間延長 異常気象時等通行規制区間延長 - - - - - - - - - -
騒音規制地域内延長 - - - - - - - - - -
振動規制地域内延長 - - - - - - - - - -
追越し禁止区間延長 - - - - - - - - - -

付加車線（譲り車線,追越車線）及び登坂車線延長 - - - - - - - - - -
第三次渋滞ポイント箇所数 - - - - - - - - - -
常時観測地点番号 - - - - - - - - - -
休憩施設設置箇所数 - - - - - - - - - -
道の駅の有無 - - - - - - - - - -
市区町村別区間延長 - - - - - - - - - -

事故件数 - - - - - - - - - -
交通事故 死者数 - - - - - - - - - -

負傷者数 - - - - - - - - - -

道
路
種
別
等

道
路
状
況
等

歩
道
の
有
無
の
み

中央帯の有無

3分類（市街部、平地部、山地部）沿道状況別（DID、その他市外部、平地、山地部）

用途地域別延長（住居系、商業系、工業系、用途地域でない都市計画区域）
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表 道路状況調査の調査項目の推移（昭和 49年～平成 17年） 
項       目 S49 S52 S55 S58 S60 S63 H02 H06 H09 H11 H17

都道府県市区町村コード - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道路種別 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

路線名、路線番号等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理区分 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般国道指定区間 - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

代表区間番号 - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

調査単位区間延長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

改良済み区間延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

幅員5.5m以上改良済み延長 - - - - - - 〇 〇 〇 〇 〇

車道部幅員 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

幅員 車道幅員 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

最小車道部幅員 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道路敷幅（道路用地幅） - 〇 〇 〇 - 〇 〇 - - - -
路面幅 〇 〇 〇 〇 - - - - - - -

車線数（車線数、完成時車線数） - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

路面の種類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自動車専用道路区間延長 - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自動車及び原動機付自転車以外の通行規制区間延長 - - - - 〇 - - - - - -
歩道設置延長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

幅員 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歩道 歩道設置延長のうち自転車通行可能延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歩道設置延長のうち道路緑化済歩道延長 - 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

両側歩道設置延長 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

幅員 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自転車通行帯延長 - - - - - - - - - 〇 〇

中央帯（中央帯設置延長、中央帯幅員） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道路緑化済延長 - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鉄道との平面交差箇所数 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

信号交差点数 交差道路の車道幅員別（5.5m以上、未満） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

信号のない交差点数交差道路の車道幅員別（5.5m以上、未満） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

立体交差の数 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

信号サイクル長及び青時間 - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

青時間比 - - 〇 〇 - - - - - - -
交差点 右折専用車線又は右折禁止の有無 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

横断面の車道幅員 - - - - 〇 - - - - - -
右折車線設置交差点 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バス路線延長 - 有無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バス関係延長 バス優先レーン延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バス専用レーン延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バス停設置箇所数(バス停留所,バス停車帯) - - - - - - - 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

都市計画区域 市街化区域内延長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市街化区域 都市計画区域内延長 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

延長 都市計画決定延長 - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

- 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一方通行規制延長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

規制区間延長 異常気象時等通行規制区間延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

騒音規制地域内延長 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

振動規制地域内延長 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

追越し禁止区間延長 - 〇 〇 〇 〇 - - - - - -
付加車線（譲り車線,追越車線）及び登坂車線延長 - - - - - - - 〇 〇 〇 〇

第三次渋滞ポイント箇所数 - - - - - - - - - 〇 －

常時観測地点番号 - - - - - - - - - 〇 〇

休憩施設設置箇所数 - - - - - - - 〇 〇 〇 －

道の駅の有無 - - - - - - - - - 〇 －

市区町村別区間延長 - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事故件数 - - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

交通事故 死者数 - - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

負傷者数 - - - - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道
路
種
別
等

道
路
状
況
等

沿道状況別（DID、その他市外部、平地、山地部）

用途地域別延長（住居系、商業系、工業系、用途地域でない都市計画区域）
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（２）オーナーインタビューＯＤ調査 

①自家用自動車流動実態調査 
昭和 
55年 

 
60年 

平成 
２年 

 
６年 

 
11年 

 
17年 調査内容 

乗 貨 乗 貨 乗 貨 乗 貨 乗 貨 乗 貨

平成 17年調査 
変更内容 調査目的等 

使用の本拠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
最大積載量  ○  ○  ○  ○ ○  ○  
使用燃料 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○  
初度登録年月       ○ ○ ○ ○ ○ ○  
ナンバープレート         ○    

車種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
所有の形態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
主な運転者         ○ ○   
業種  ○  ○  ○  ○ ○  ○  

職業         ○ ○  カテゴリ変更 
（国勢調査との整合） 

運転免許保有         ○ ○   
運転者の性別   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
運転者の年齢   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

ＰＴ調査との整合のため、
自家用乗用車類（個人使
用）は世帯票により調査
（H11年） 

ETC車載器設置有無        ◎ ◎ 新規追加 ETC車両の特性把握 
１日の走行距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
１日の運行回数 ○ ○ ○ ○         
出発地又は目的地 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
運転者の個人番号         ○ ○   
出発・目的施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

ＰＴ調査との整合 
（H11より） 

乗り換えの有無       ○  ○ ○   
幹線旅客純流動調査から
の要望 

出発時刻 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
到着時刻     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
区間距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
運行目的 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平日私用カテゴリ細分化 休日観光行動の把握 
積載品目  ○  ○  ○  ○ ○  ○   
積載重量  ○  ○  ○  ○ ○  ○   
目的地で卸した品目        ○    
目的地で卸した重量        ○ ○  ○  
目的地で積んだ品目        ○    
目的地で積んだ重量        ○ ○  ○  

物流発集量把握（Ｈ6） 

乗車人員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

駐車場所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
駐車調査からの要望（カテ
ゴリ見直し）（H6） 

都市高速利用の有無   ○ ○         

高速利用有無         ◎ ◎ 新規追加 
高速利用トリップ把握の 
精緻化 

乗降ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
車を利用した理由 ○  ○    ○      
付帯業務の有無        ○   
到着日時指定の有無        ○   

 
物流車の特性把握のため 
（H6） 

卸した貨物を積んだ場所         ○   
積んだ貨物の真の出発地         ○   
卸した貨物の真の出発地         ○   

H11年調査における記入率
が低く削除 

貨物の純流動把握（H11）

＊ 網掛けは平成 11年から平成 17年にかけて調査内容が変更された項目 
(網掛けの、◎は新規追加項目、○はカテゴリ細分化など調査内容が変更された項目) 

＊ 乗：自家用乗用車、貨：自家用貨物車 
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②オーナーインタビューＯＤ調査（営業用自動車流動実態調査） 

１）営業用貨物車類 

 調査内容 昭和 
55年 

 
60年 

平成 
２年 

 
６年

 
11年 17年 

平成 17年調査 
変更内容 

調査目的等 

使用の本拠 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
最大積載量 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
使用燃料 ○ ○  ○ ○ ○   
初度登録年月    ○ ○ ○   
車種 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
所有の形態     ○ ○   
ETC車載器設置有無      ◎ 新規追加 ETC車両の特性把握 
事業免許種類     ○ ○  宅配便等の特定（H11） 
運行形態 ○ ○ ○      
１日の走行距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
１日の運行回数 ○ ○       
出発地又は目的地 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
出発・到着施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ＰＴ調査との整合（H11）
出発時刻 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
到着時刻   ○ ○ ○ ○   
区間距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
積載品目 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
積載重量 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
目的地で卸した品目    ○   
目的地で卸した重量    ○ ○ ○ 
目的地で積んだ品目    ○   
目的地で積んだ重量    ○ ○ ○ 

 
物流の発集量の把握 
（Ｈ6） 

乗車人員 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
駐車場所    ○ ○ ○  駐車調査からの要望（H6）
都市高速利用の有無  ○       

高速利用有無      ◎ 新規追加 
高速利用トリップ把握の
精緻化 

乗降ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ名 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
付帯業務の有無    ○   
到着日時指定の有無    ○    

物流車の特性把握のため
（H6） 

卸した貨物を積んだ場所     ○  
積んだ貨物の真の出発地     ○  
卸した貨物の真の目的地     ○  

H11 年調査における記
入率が低く削除 

貨物の純流動把握（H11）

＊ 網掛けは平成 11年から平成 17年にかけて調査内容が変更された項目 
(網掛けの、◎は新規追加項目、○はカテゴリ細分化など調査内容が変更された項目) 
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２）ハイヤー・タクシー、貸し切りバス 

昭和 
55年 

 
60年 

平成 
２年 

 
６年

 
11年

 
17年調査内容 

タ バ タ バ タ バ タ バ タ バ タ バ

平成 17年調査 
変更内容 調査目的等 

使用の本拠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

使用燃料 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   

初度登録年月      ○ ○ ○ ○ ○ ○   

乗車定員  ○ ○  ○ ○ ○ ○   

ETC車載器設置有無      ◎ ◎ 新規追加 ETC車両の特性把握 
１日の走行距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   
１日の運行回数  ○ ○     

乗車地 ○  ○  ○  ○ ○ ○   

降車地 ○  ○  ○  ○ ○ ○   

出発地又は目的地  ○ ○  ○ ○ ○ ○   

出発時刻 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

到着時刻    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

区間距離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

乗車人員  ○ ○  ○ ○ ○ ○   

輸送人員 ○  ○  ○  ○ ○ ○   

料金 ○  ○  ○  ○ ○ ○   

都市高速利用の有無   ○ ○     

高速利用有無      ◎ ◎ 新規追加 
高速利用トリップ把握の精緻

化 
乗降ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○   
＊ 網掛けは平成 6年から平成 17年にかけて調査内容が変更された項目 

(網掛けの、◎は新規追加項目、○はカテゴリ細分化など調査内容が変更された項目) 
※ タ：タクシー・ハイヤー  バ：貸し切りバ 
 

（３）路側ＯＤ調査 

調査項目 
昭和 
55年 

 
60年 

平成 
２年 

 
６年

 
11年

 
17年

平成 17年調査 
変更内容 調査目的等 

観測地点番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
上り、下りの別 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
通過時刻 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
車種 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
所有形態 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
陸運支局名 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
ETC車載器設置有無      ◎ 新規追加 ETC車両の特性把握 

宿泊の有無      ◎ 新規追加 
幹線旅客純流動調査からの
要望 

出発地 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
目的地 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
出発・目的施設    ○ ○ ○   
運行目的 1) ○ ○ ○ ○ ○ ○   
乗車人員 ○ ○ ○ ○ ○ ○   
積載品目 2) ○ ○ ○ ○ ○ ○   
積載重量 2) ○ ○ ○ ○ ○ ○   
＊ 網掛けは平成 11年から平成 17年にかけて調査内容が変更された項目 

(網掛けの、○はカテゴリ細分化など調査内容が変更された項目) 
注）1)自家用車のみ 

2)貨物車のみ 
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７．平成 17年度ＯＤ調査調査票 

（１）オーナーインタビューOD調査 

  ①自家用乗用車（個人使用車） 

    ■世帯・自動車票 

    ■流動実態調査票 

  ②自家用貨物車 流動実態調査票 

（２）路側 OD調査 

  ①路上路側 OD調査票 

 


















